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腎 脂 肪 肉 腫 の1例
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A CASE OF RENAL LIPOSARCOMA
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   A-48-year-old male was admitted to our hospital with a right renal tumor. He received radi-
cal nephrectomy immediately. Histological examination of surgical specimen revealed renal lipo-
sarcoma, which consisted of mixed type of pleomorphic and well differentiated subtypes. Multiple 
tumorous lesions were scattered in the renal parenchyma. He has been alive without disease for 
2 years and 7 months after surgery. Only 23 cases of renal liposarcoma have been reported in 

Japan. 
                                               (Acta Urol. Jpn. 40: 325-328, 1994)
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緒 言

腎原発の脂肪肉腫は稀な疾患であり,術 前診断に苦

慮することが多い.わ れわれは腎実質内にsatellite

tumorを 有する腎脂肪肉腫を経験したので,文 献的

考察を加えて報告する.

症 例

患者=48歳,男 性

主訴:右 側腹部痛

既往歴 ・家族歴=特 記すべきことなし

現病歴:1990年8月 頃に右側腹部痛が出現したため

近医を受診した.こ の時特に異常は指摘されず,痛 み

も消失したため放置していた.1991年3月5日 再び右

側腹部痛がみられたため,当 泌尿器科外来を翌6日 に

受診 した.外 来 のIVPで は右上部尿路が造影され

ず,閉 塞性尿路疾患を疑われ精査のため入院した.

入院時現症:体 格中等度,栄 養良.眼 瞼 ・眼球結膜

に貧血,黄 疸は認めない.両 側腎,肝,脾 は触知しな

い。

入院時検査所見 ・血液一般検査ではWBCl1,300/

Mm3,RBC478×104/mm3,HbI4.29/dl,Ht42.7

%,Plt236×103/mm3と 白血球増多を示し,血 液化

学検査ではCRP2.6mgld1と 上昇 し,BUN23.8

mg/d1と 軽度の上昇がみられたが,Crl,Omgld1と

正常で,そ のほかの電解質 の値もすぺて正常であっ

た.ま た,尿 所見には異常がみられなかった,

X線 ・超音波検査=IVPで 右上部尿路の造影なく,

超音波像では軽度の水腎と腎中部で腎門部近くに位置

する5×3cmのhyperecnoicな 腫瘤性病変が認めら

れた.逆 行性腎孟造影像で右腎は不完全重複腎孟尿管

であり,上 位と下位尿管の間に腫瘤が存在するものと

推察された(Fig.1).CT-scanで は腎門部の腫瘤に

加えて,腎 中部の実質内で,や や外側にlxlcm程

のsatellitetumorが 認められた.ま た,こ れらの腫

瘤の内部にはそれぞれCT値 が一10か ら一50のfatty

densityを 示す部分があ り,脂 肪組織の存在が窺われ

た.

MRI,Tl強 調画像のcorona1sectionで 腎門部腫

瘤内部に脂肪組織と同じ高いintensityを 示す部位が

みられた(Fig.2).し か し,こ の部位はT2強 調画

像ではやや高いintencityを 示 し壊死や出血も考え

られた.腎 動脈造影 では動脈相で微細 なhypcrvas-

cularityの 像が認められた(Fig.3).さ らにまた,静

脈相ではtumorstainが み られた.

以上の検査所見より血管筋脂肪腫や,脂 肪組織,壊

死組織あるいは出血巣の混在する悪性腫瘍,特 に脂肪

肉腫を強 く疑い4月5日 右根治的腎摘除術,リ ソパ節
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廓清術を施行した。

摘出標本の肉眼的所見(Fig.4):腎 門部の腫瘤は

45x34mmの 大きさ,黄 褐色調でもろく,中 心部は

壊死に陥 り脱落しやすい組織であった.病 変は腎実質

と周囲脂肪組織にまたが り,境 界は不鮮明であった

が,尿 路腔への浸潤,Gerota筋 膜 よりさらに外側

への浸潤はみられなかった.ま た,腫 瘤性病変はこの

他に腎中部の皮質側に二ヶ所15×12mm,13×8mm

の大 きさで認められ,腎 門部近 くの主病変と同様の割

Fig・3・
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小池,ほ か1腎 。脂肪肉腫

面 を示 してお り,satellitetumorと 考 え られ た.

病理 組織 学的 所 見(Fig.5a,b):多 形,多 種 の核

を有す る大 小 さ まざ まな異 型細 胞 の増 生像 が主 体 で あ

り,一 部 で胞体 の 明 るい比 較 的 良 く分 化 した脂 肪 細胞

がみ られ る所 も観察 された.こ のた め多 形 型 と分 化型

の混在 す る 脂肪 肉腫 と診 断 した.ま た,satellitetu-

morに つ いて も 同 じ様 な 組 織像 が み られ,リ ンパ節

転移 は み られ な か った.

術 後経 過:術 後経過 は良 好 であ り,術 後 よ り2年7

カ月経過 した 現在 も再 発 の 徴候 は な く通 院 して い る.

考 察

脂肪肉腫は下肢,後 腹膜に多くみられる軟部組織の

悪性腫瘍であるが,稀 に腎実質から発生する例があ

り,腎 脂肪肉腫として報告されている.し かし,初 期

の報告例においては国内,国 外の文献を問わず血管筋

脂肪腫あるいは血管筋脂肪肉腫などとの混同があ り,

その本質が十分に理解されていない状態であった1-4)

さらに,国 内文献においては後腹膜脂肪肉腫,腎 皮膜

腫瘍などと本疾患との混同もあり,正 確な症例数の把

握ができていなかったが,1989年 に藤田らがこれ ら混

同を避け血管,筋 組織の混在していない単一成分より

なる腎脂肪肉腫の22例をまとめて報告しているD.こ

の後現在まで調べえたかぎりにおいては他に1例 の報

告があり,自 験例は本邦24例 目にあたると思われる5).

これ ら24例についての特徴をみると,発 病年齢は38

～73歳,平 均53.8歳 で,年 齢分布は30代 から10歳 ごと

に70代までそれぞれ2,8,7,4,2例 と40代に ピークがあ

った.性 比は7:16で 二倍以上女性に多 く,患 側の比

は12:11で 左右差はなかった.主 訴では腹部腫瘤が9

例と最も多く,腹 痛が3例,腹 部腫瘤と腹痛の両方が

あったもの3例 であ り,血 尿は1例 と少なかった.

Mayesら は腎発生であることと組織像が妥当であるこ

とを基準に過去の報告を厳選して8例 の腎脂肪肉腫を

集計し報告している3).こ れによると発病年齢は33～

68歳で平均は46歳.性 差はなく,症 状で多 くみられる

のは腹痛であり,半 数に腫瘤触知があり血尿は1例 に

見られたのみであったとしている.こ れらの結果を本

邦の報告例と比較すると本邦例では性差があり,二 倍

以上女性に多く見られている点を除いてはほぼ同様の

内容であるといえる。また,症 状のうち腹痛,腹 部腫

瘤触知が多く血尿が少ない理由としては,通 常腫瘤が

腎の周辺部に位置し,外 側に向かって発育するためと

の意見もみられるD.さ らにMayesら の経験した1

例を含めた9例 のうちの3例 に同側腎内の多発病変が

見られている.本 症例においても主病変の他に同様の
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組織像を示すニケ所の小病変が認められたが,他 の本

邦例での報告には多発病変の記載は見られなかった.

診断においては術前に確定診断をえることはほとん

ど現時点では不可能と思われる.最 近では術前に吸引

細胞診を行っている例も見られるが,確 定診断にはい

たらず,悪 性腫瘍を疑うところにとどまっている1・3).

しか し,一 般に肉腫を疑 う場合としてKruegerは 腫

瘍が腎洞や腎皮膜から発生しているような場合,腫 瘍

内に脂肪や骨が存在する場合,あ るいは腫瘍が大きい

にもかかわらず リソパ節転移がないような場合をあげ

ている2).本 症例においても腫瘍内の脂肪組織の存在,

腎洞部に近い腫瘍の占拠部位から十分に肉腫が疑われ

た.本 症例に対してはMRIに よる検査も施行した

が,こ れにより出血巣,壊 死組織の存在は知られたも

のの確定診断にはいたらず,腎 脂肪肉腫の診断率の向

上に直接結びつくものではないように思われた.ま た,

腎 肉腫の血管造影像について藤田らはhypovascular

な像を示すとしているが,血 管新生像がみられるとす

る意見もあり一定してはいない1・2).本症例では血管

新生像と思われるhypervascularな 像がみられた.

治療に関しては最も根治性が期待できる腎摘除術が

ほとんどの例でなされており,根 治的摘除が不可能だ

った例や手術の適応とならなかった例に対しては放射

線療法や化学療法が施行されている1・3・6).本症例では

治癒的摘除がなされたと判断されたため,他 の補助療

法は施行せずに経過を観察している.

腎脂肪肉腫の予後はあまり明確にされていないが,

他 の軟部組織に見られる脂肪肉腫の予後についてはそ

の組織像に左右されるといわれている.す なわち,組

織型は分化型,粘 液型,円 形細胞型,多 形型の四型に

分類されるのが一般的であるが,こ のうち分化型,粘

液型の予後は良いが,円 形細胞型,多 形型は悪いとさ

れている7).本 症例では治癒的切除はなされたものの,

satellitetumorと 多形型組織練の存在があり,十 分

な経過観察が必要と思われる.
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